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(57)【要約】　　　（修正有）
【課題】折畳机のように固定と解除が必要な対象物に使
用すると、その固定も解除も簡単な止め金具と、この止
め金具を用いた折畳机とを提供する。
【解決手段】止め金具１は、レバー部２と、このレバー
部をその内部空間内の支点を中心に揺動可能に固定する
本体部と、レバー部２の揺動を予め定めた停止位置で止
めるストッパー部と、レバー部２を停止位置に向かって
付勢するバネ部４と、を備える。また、外側カバー７は
、停止位置に位置するレバー部２に対向する部分を切り
欠いた挿入用切欠部７３を有する。また、レバー部２は
、バネ部４による付勢方向に向かって凸型である弓形状
に形成され、かつ、弓形状に沿った外側の縁部であって
、停止位置に位置するときに挿入用切欠部７３に対向す
る部分に引掛用切欠部２３が形成されている。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　長尺な形状に形成され、長手方向の一端側を支点として揺動するレバー部と、
　前記レバー部が揺動する揺動面の表側及び裏側のそれぞれに配置される表部と裏部と有
し、前記表部と前記裏部とを所定間隔離して固定するとともに、前記レバー部の前記支点
が前記表部と前記裏部との間の空間に位置し、前記レバーの遊端が前記空間の外に位置す
るように前記レバー部を揺動可能に固定する本体部と、
　前記レバー部の揺動を予め定めた停止位置で止めるストッパー部と、
　前記レバー部が揺動する前記揺動面に沿って、前記レバー部を前記停止位置に向かって
付勢する付勢部と、
を備える止め金具であって、
　前記表部には、
　　当該表部の縁部を切り欠いた挿入用切欠部であって、前記停止位置に位置する前記レ
バー部に対向する部分を切り欠いた挿入用切欠部が形成され、
　前記レバー部は、
　　前記付勢部が当該レバー部を付勢する付勢方向に向かって凸型である弓形状に形成さ
れるとともに、
　　前記弓形状に沿った外側の縁部を切り欠いた引掛用切欠部であって、当該レバー部が
前記停止位置に位置するときに前記挿入用切欠部と重なって引掛孔を形成する引掛用切欠
部が形成されている
ことを特徴とする止め金具。
【請求項２】
　請求項１に記載の止め金具において、
　前記本体部を構成する前記表部及び前記裏部には、
　　前記レバー部の前記支点に向かって凹ませた凹部が形成され、
前記レバー部は、
　　前記表部側の凹部と前記裏部側の凹部とに挟まれた状態で前記本体部に対し揺動可能
に固定されていることを特徴とする止め金具。
【請求項３】
　請求項１又は請求項２に記載の止め金具を２つ備える折畳机であって、
　天板と、
　平行に並べた２本の脚を１の脚部とする一対の脚部であって、前記天板に対して二つ折
り可能に前記天板にそれぞれ固定されるとともに、互いに反対方向に開いて前記天板に対
して垂直に起きるよう固定された一対の脚部と、
　前記各脚部が折られた前記天板に対して二つ折り可能に前記天板に固定されるとともに
、前記各脚部が開く方向に対し垂直方向に開いて、起き上がった４つの前記脚で囲まれた
机下空間の外側で、前記天板に対して垂直に起きるよう固定された幕板と、
　前記各止め金具の前記各引掛孔に引っ掛かる各第１ピンであって、前記各脚部のうち、
前記天板に対して垂直に起き上がった前記幕板に対向する位置に設けられた各第１ピンと
、
　前記天板に対して垂直に起き上がった前記幕板の前記机下空間に対向する面のうち、前
記天板に対して起き上がった前記各脚部が対向する位置であって、前記各第１ピンを前記
各引掛孔に引っ掛け可能な位置にそれぞれ設けられた前記各止め金具と、
を備え、
　前記各止め金具は、
　　前記各脚部を起き上げるときに移動してくる前記各第１ピンに対して、前記各レバー
部がなす弓形状の外側の各縁部が対向するように配置されるとともに、前記各脚部を起き
上げるときに前記各第１ピンが移動するルート上に前記各レバー部及び前記挿入用切欠部
が位置するように前記幕板に対してそれぞれ固定されている
ことを特徴とする折畳机。
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【請求項４】
　請求項３に記載の折畳机において、
　前記各止め金具の前記各引掛孔に引っ掛かり、かつ、前記各挿入用切欠部が形成する空
間に対して垂直に挿入可能な各第２ピンであって、前記各脚部のうち、前記各脚部を折り
たたんだ上から折りたたんだ前記幕板に対向する位置に設けられた各第２ピンを備え、
　前記各止め金具は、
　　前記各第２ピンを前記各引掛孔に引っ掛け可能な位置にそれぞれ設けられていること
を特徴とする折畳机。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、止め金具、及び、この止め金具を用いた折畳机に関する。
【背景技術】
【０００２】
　会議等で用いられる折畳机は、天板と、天板に対して二つ折り可能な一対の脚部及び幕
板などを備えている。この折畳机は、使用時は、天板に対して各脚部と幕板とを垂直に起
こせば机として用いることができ、一方、未使用時は、各脚部と幕板とを天板に対してコ
ンパクトに折りたたむことができるので、狭い空間でも収納できる。
【０００３】
　なお、幕板は、折畳机を立てたときに天板の下にできる空間のうち、一対の脚部の並び
方向に沿った２つの面のうち一方側（前方側）の面を覆う板である。
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　しかし、折畳机は、使用時に脚部が倒れると危険なので、天板に対して脚部をしっかり
と固定する必要がある。その一方で、折畳机は、脚部を天板に対して折りたためなければ
ならないので、しっかりと固定しても簡単に解除できることが望まれる。
【０００５】
　ところが、折畳机は、固定をしっかりさせると解除が困難になり、解除を簡単にすると
固定が困難になってしまうという問題があった。
　本発明は、折畳机のように固定と解除が必要な対象物に使用すると、その固定も解除も
簡単な止め金具と、この止め金具を用いた折畳机とを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　（１）本発明の止め金具は、長尺な形状に形成され、長手方向の一端側を支点として揺
動するレバー部と、前記レバー部が揺動する揺動面の表側及び裏側のそれぞれに配置され
る表部と裏部と有し、前記表部と前記裏部とを所定間隔離して固定するとともに、前記レ
バー部の前記支点が前記表部と前記裏部との間の空間に位置し、前記レバーの遊端が前記
空間の外に位置するように前記レバー部を揺動可能に固定する本体部と、前記レバー部の
揺動を予め定めた停止位置で止めるストッパー部と、前記レバー部が揺動する前記揺動面
に沿って、前記レバー部を前記停止位置に向かって付勢する付勢部と、を備える止め金具
であって、前記表部には、　当該表部の縁部を切り欠いた挿入用切欠部であって、前記停
止位置に位置する前記レバー部に対向する部分を切り欠いた挿入用切欠部が形成され、前
記レバー部は、前記付勢部が当該レバー部を付勢する付勢方向に向かって凸型である弓形
状に形成されるとともに、前記弓形状に沿った外側の縁部を切り欠いた引掛用切欠部であ
って、当該レバー部が前記停止位置に位置するときに前記挿入用切欠部と重なって引掛孔
を形成する引掛用切欠部が形成されている。
【０００７】
　この止め金具は、レバー部の外側の縁部にピン等を当てながら、ピン等を挿入用切欠部
に向かって移動させると、レバー部が弓形状に形成されているため、付勢部の付勢力に逆
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らって移動させる力がレバー部に働くので、レバー部が付勢部の付勢力に逆らって揺動す
る。さらにピン等を挿入用切欠部に向かって移動させると、やがて、レバー部が、挿入用
切欠部に対向する位置から外れる。そうすると挿入用切欠部にはピン等を挿入可能な状態
になるので、ピン等は挿入用切欠部に挿入される。
【０００８】
　そしてさらに挿入用切欠部内で引掛用切欠部に対向する位置までピン等を移動させると
、レバー部が付勢部に押されて、ピン等が引掛用切欠部に入る。するとピン等は、挿入用
切欠部と引掛用切欠部とで形成される引掛孔に引っ掛かるので、ピン等は止め金具に固定
される。
【０００９】
　このように、本発明の止め金具は、ピン等を、レバー部の外側の縁部に当てながら挿入
用切欠部に向かって移動させるだけの簡単な操作で、ピン等を固定することができる。
　しかも、この止め金具は、レバー部を引けば、ピン等が引掛用切欠部からはずれ、挿入
用切欠部からも抜くことができる状態になるので、ピン等を引掛孔から簡単に固定を解除
することもできる。
【００１０】
　したがって、この止め金具は、折畳机のように固定と解除が必要な対象物に使用すると
、その固定も解除も簡単に行うことができる。
　（２）本発明の止め金具は、次のように構成されていてもよい。
【００１１】
　本体部を構成する表部及び裏部には、レバー部の支点に向かって凹ませた凹部が形成さ
れていてもよい。そして、レバー部は、表部側の凹部と裏部側の凹部とに挟まれた状態で
本体部に対し揺動可能に固定されていてもよい。
【００１２】
　この止め金具では、レバー部が、表部側の凹部と裏部側の凹部とに挟まれて揺れ難くな
るので、ピン等を止め金具に対し安定的に固定することができる。
　（３）本発明の止め金具を用いた場合、折畳机は、次のように構成されていてもよい。
【００１３】
　上記のような止め金具を２つ備える折畳机であって、この折畳机は天板と、平行に並べ
た２本の脚を１の脚部とする一対の脚部であって、前記天板に対して二つ折り可能に前記
天板にそれぞれ固定されるとともに、互いに反対方向に開いて前記天板に対して垂直に起
きるよう固定された一対の脚部と、前記各脚部が折られた前記天板に対して二つ折り可能
に前記天板に固定されるとともに、前記各脚部が開く方向に対し垂直方向に開いて、起き
上がった４つの前記脚で囲まれた机下空間の外側で、前記天板に対して垂直に起きるよう
固定された幕板と、前記各止め金具の前記各引掛孔に引っ掛かる各第１ピンであって、前
記各脚部のうち、前記天板に対して垂直に起き上がった前記幕板に対向する位置に設けら
れた各第１ピンと、前記天板に対して垂直に起き上がった前記幕板の前記机下空間に対向
する面のうち、前記天板に対して起き上がった前記各脚部が対向する位置であって、前記
各第１ピンを前記各引掛孔に引っ掛け可能な位置にそれぞれ設けられた前記各止め金具と
、を備え、前記各止め金具は、前記各脚部を起き上げるときに移動してくる前記各第１ピ
ンに対して、前記各レバー部がなす弓形状の外側の各縁部が対向するように配置されると
ともに、前記各脚部を起き上げるときに前記各第１ピンが移動するルート上に前記各レバ
ー部及び前記挿入用切欠部が位置するように前記幕板に対してそれぞれ固定されている。
【００１４】
　この折畳机は、幕板を起こした後に各脚部を起こすと、各脚部を起き上げるときに移動
してくる各第１ピンに対して、各レバー部がなす弓形状の外側の各縁部が対向するように
配置されているので、各第１ピンは、各付勢部の付勢力に逆らって各止め金具のレバー部
を揺動させながら移動する。
【００１５】
　そして、この折畳机は、さらに各脚部を起こすと、各第１ピンが移動するルート上に各
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レバー部及び挿入用切欠部が位置するように幕板に対してそれぞれ固定されているので、
各第１ピンは各止め金具の各挿入用切欠部に入り、各引掛孔に引っ掛かる。
【００１６】
　つまり、この折畳机は、幕板を起こした後に各脚部をそれぞれ起こせば、各脚部を幕板
に固定する操作を行うことなく、止め金具及び第１ピンを介して各脚部を幕板に固定する
ことができる。この結果、各脚部及び幕板は、それぞれ天板に固定されているので、天板
に対して垂直に起き上がった状態で固定される。
【００１７】
　したがって、この折畳机は、天板に対して幕板と各脚部を起こすだけで、天板に対して
各脚部及び幕板を垂直に起き上がった状態で固定することができる。
また、この折畳机は、各止め金具の各レバーを引けば、各第１ピンとの係合が解かれ、各
脚部が天板に対して折りたたむことができ、さらに幕板も折りたたむことができる。
【００１８】
　したがって、この折畳机は、各止め金具の各レバーを引くだけの簡単な操作で、各脚部
及び幕板を天板に対して折りたたむことができる。
（４）本発明の止め金具を用いた折畳机は、次のように構成されていてもよい。
【００１９】
　折畳机は、各止め金具の各引掛孔に引っ掛かり、かつ、各挿入用切欠部が形成する空間
に対して垂直に挿入可能な各第２ピンであって、各脚部のうち、各脚部を折りたたんだ上
から折りたたんだ幕板に対向する位置に設けられた各第２ピンを備えていてもよい。
【００２０】
　この場合、各止め金具は、各第２ピンを各引掛孔に引っ掛け可能な位置にそれぞれ設け
られていてもよい。
　この折畳机は、各脚部を折りたたんだ上から幕板を折りたたむと、各第２ピンが各止め
金具の各引掛孔に引っ掛かって幕板が各脚部に固定される。そのため、この折畳机は幕板
と各脚部が折りたたまれた状態で固定されるので、持ち運び時に傾けても脚部や幕板が開
かない。
【００２１】
　したがって、この折畳机は、脚部や幕板が不意に開くことを抑制できる。
【図面の簡単な説明】
【００２２】
【図１】（ａ）実施形態の止め金具の平面図である。　　（ｂ）実施形態の止め金具の左
側面図である。　　（ｃ）実施形態の止め金具の正面図である。
【図２】（ａ）実施形態の止め金具のうち、内側カバーを取ったものの平面図でレバー部
及びバネ部が設置される位置を点線で示した図ある。なお、内側カバーの脚部についても
透過図で示している。
【００２３】
　　（ｂ）実施形態の止め金具のうち、内側カバーを取ったものの左側面図でレバー部及
びバネ部が設置される位置を点線で示した図ある。
　　（ｃ）実施形態の止め金具のうち、内側カバーを取ったものの正面図でレバー部及び
バネ部が設置される位置を点線で示した図ある。
【図３】（ａ）実施形態の止め金具の内側カバーの平面図である。
【００２４】
　　（ｂ）実施形態の止め金具の内側カバーの左側面図である。
　　（ｃ）実施形態の止め金具の内側カバーの正面図である。
【図４】（ａ）実施形態の止め金具のうち、外側カバーを取ったものの平面図である。
【００２５】
　　（ｂ）実施形態の止め金具のうち、外側カバーを取ったものの左側面図である。
　　（ｃ）実施形態の止め金具のうち、外側カバーを取ったものの正面図である。
【図５】（ａ）実施形態の止め金具の外側カバーの平面図である。
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【００２６】
　　（ｂ）実施形態の止め金具の外側カバーの左側面図である。
　　（ｃ）実施形態の止め金具の外側カバーの正面図である。
【図６】実施形態の止め金具のうち、レバー部の平面図である。
【図７】（ａ）実施形態の止め金具を設置した折畳机の一部を示す背面図であって、脚部
を天板に対して垂直に立てる様子を説明するための説明図である。 （ｂ）実施形態の止
め金具を設置した折畳机の左側面図で、折畳机を折り畳んだ様子を示す一部透過図である
。
【発明を実施するための形態】
【００２７】
　以下に本発明の例示的な実施形態について図面を参照しながら説明する。
　本実施形態の止め金具について、図１～図５を用いて説明する。
　図１に示す本実施形態の止め金具１は、主に裏板部３（図２参照）、内側カバー５（図
３参照）、外側カバー７（図５参照）、レバー部２（図２参照）、バネ部４（図２参照）
とを備えている。
【００２８】
　以下、これらを順に説明する。
　１）裏面部３
　裏面部３については、図２を用いて説明する。
【００２９】
　なお、図２では、レバー部２とバネ部４とを透過図で示しているが、これは、内側カバ
ー５等を裏面部３に取り付けると、レバー部２とバネ部４とが設置される位置がわかりに
くくなるので、その位置をわかりやすく説明するためのものである。
【００３０】
　裏板部３は、図２（ａ）に示すように、略長方形状に形成されている。この裏板部３に
は、裏板部３の長手方向に沿った一方の辺側に寄った位置に、この一方の辺に沿って並べ
られた３つの凹部３０～３２が形成されている。これら凹部３０～３２は、裏板部３を裏
側から表側に向かって凹ませたものである。これら凹部３０～３２のうち、中央の凹部３
１は、他の凹部３０，３２よりも、一方の辺部側に寄った位置に形成され、しかも、図２
（ｂ）（ｃ）に示すように、他の凹部３０，３２よりも深く凹まされている。
【００３１】
　また、裏板部３は、長手方向に沿った他方の辺側に沿って、他の部分よりも高い壁部３
３が形成されている。ただし、この壁部３３は、後述する停止位置に位置するレバー部２
の下方部分には設けられていない。
【００３２】
　２）内側カバー５
　内側カバー５について、図３、図４を用いて説明する。
　内側カバー５は、図３（ａ）に示すように、平面視したとき、長方形の長手方向に沿っ
た一方の辺側の２つの角部分を削り取り、他方の辺の中央部分を半円状に切り欠いた形状
の本体部５０を有している。この半円状に切り欠いた切欠部分５６は、後述する外側カバ
ー７に形成された挿入用切欠部７３に対向する位置に形成される。この切欠部分５６は、
挿入用切欠部７３に重ならないよう、挿入用切欠部７３よりも幅広に形成されている。
【００３３】
　また、内側カバー５は、図３（ｂ）（ｃ）に示すように、本体部５０の他方の辺の両端
部分を下方に折り曲げて形成した脚部５１、５１と、本体部５０の一方の辺のうち、中央
の辺部分を下方に折り曲げて形成した脚部５２とを備えている。
【００３４】
　この内側カバー５は、図４（ａ）に示すように、裏板部３の一方の辺と内側カバー５の
一方の辺とが平行となり、平面視したとき、これらの辺が重なるように、裏板部３上に固
定される。また、この内側カバー５は、他方の辺に沿った幅が、裏板部３の長手方向に沿
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った幅と同じ幅に形成されているので、平面視したとき、裏板部３内に収まるように、裏
板部３上に固定される。
【００３５】
　内側カバー５の本体部５０には、図３（ｂ）（ｃ）に示すように、上述のように裏板部
３に固定されたときに各凹部３０～３２と対向する位置に、裏板部３側に向かって凹ませ
た凹部５３～５５が形成されている。
【００３６】
　内側カバー５に設けられた凹部５３～５５は、いずれも同じ深さだけ凹まされている。
　内側カバー５を裏板部３に取り付けるとき、図４（ｃ）に示すように、凹部３０～３２
と凹部５３～５５の間には、円筒形状のスペーサが設置される。図４（ｃ）では、図面作
成の都合上、凹部５３と凹部３０との間に設置されるスペーサ８０しか示していないが、
他の凹部３０，３１と凹部５３、５４との間にもスペーサが設置される。ただし、凹部３
１は他の凹部３０，３２よりも深い窪みなので、他の凹部３０，３２に設置されるスペー
サよりも短いスペーサが設置される。これらのスペーサの中央には、筒内を通してネジが
通され、裏板部３と内側カバー５とが固定される。
【００３７】
　凹部３２と凹部５５との間に設置されたスペーサの周りには、図４（ｂ）（ｃ）に示す
ように、バネ部４が巻かれる。
　凹部３１と凹部５４との間に設置されたスペーサには、レバー部２の支点孔２１（図６
参照）が通される。この結果レバー部２は、裏面部３と内側カバー５との間の空間内で揺
動可能に軸支される。
【００３８】
　３）外側カバー７
　外側カバー７について、図５を用いて説明する。
　外側カバー７は、図５に示すように、内側カバー５の上から被せて裏板部３及び内側カ
バー５の全体を覆うことができる大きさのカバーである。外側カバー７は、図５（ａ）に
示すように、平面視したときに、裏板部３及び内側カバー５を覆う長方形状に形成された
上面部７０を備えている。また外側カバー７は、図５（ｂ）（ｃ）に示すように、上面部
７０の長手方向に沿った２つの辺のうち一方の辺と、短手方向に沿った２つの辺とを下方
に向けて折り曲げて形成した側面部７１とを備えている。この側面部７１の下端部には、
外側に向かって折り曲げたつば部７２が設けられている。
【００３９】
　また、外側カバー７は、図５（ａ）（ｃ）に示すように、上面部７０の長手方向に沿っ
た２つの辺のうち他方の辺部の中央には、上面部７０を切り欠いた挿入用切欠部７３が形
成されている。また、外側カバー７は、図５（ｂ）（ｃ）に示すように、上面部７０の長
手方向に沿った２つの辺のうち他方の辺部が材料強化のため下方に向かって折り曲げられ
ている。
【００４０】
　４）レバー部２
　レバー２について、図６を用いて説明する。
　レバー部２は、図６に示すように、弓形状に形成され、長手方向の一端側に、当該レバ
ー部２を揺動可能に支持するための支点となるスペーサを通すための支点孔２１が形成さ
れている。このスペーサは、凹部３１（図２参照）と凹部５４（図３参照）との間に設置
されるスペーサである。
【００４１】
　レバー部２は、弓形状に沿った外側の縁部２２に引掛用切欠部２３が形成されている。
５）バネ部４
　バネ部４について、図２を用いて説明する。
【００４２】
　バネ部４は、裏面部３の凹部３３と、内側カバー５の凹部５４との間に設置されるスペ
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ーサの周りに巻かれるネジリバネである。
　このバネ部４からは、２本の支線が延びていて、一本は、凹部３１に当接し、一本はレ
バー部２に当接するように、配置される。
【００４３】
　これによって、バネ部４は、凹部３１を支点にレバー２を付勢している。
６）止め金具１の組み立て
　以上のように構成された止め金具１は、次のように組み立てられる。
【００４４】
　図１及び図４を主に参照しながら説明すると、止め金具１を組み立てるには、まず、裏
板部３の各凹部３０～３２の上にスペーサを配置し、凹部３０に配置されるスペーサには
バネ部４を取り付け、凹部３１に配置されるスペーサには支点孔２１を通してレバー部２
を取り付けて行われる。そして、内側カバー５を裏板部３に被せる。すると、裏板部３の
各凹部３０～３２の上に配置されたスペーサは、内側カバー５の各凹部５３～５５に当接
して配置される。その後、ネジを各凹部３０～３２及び各凹部５３～５５の間に各スペー
サを介して通し、裏板部３と内側カバー５を固定する。
【００４５】
　このとき、レバー部２は、バネ部４が設置された側とは反対側に向かって凸型になるよ
うに取り付けられる。そして、バネ部４は、レバー部２が凸型になる方向にレバー部２を
付勢するように、止め金具１に取り付けられる。
【００４６】
　すると、図２（ａ）に示すように、レバー部２は、支点孔２１から見て引掛用切欠部２
３が設けられた側とは反対側の端部が内側カバー５の脚部５２に当接して停止する。
　このように組み立てられた止め金具１に対し、その後さらに外側カバー７を内側カバー
５の外側から被せて、裏板部３及び内側カバー５に対して外側カバー７をネジ止めする。
【００４７】
　このとき、停止位置に停止しているレバー部２のうち、引掛用切欠部２３が設けられた
部分に対向する位置に、挿入用切欠部７３が位置するように、外側カバー７が被せられる
。すると、引掛用切欠部２３と挿入用切欠部７３とにより、引掛孔９０が形成される。
【００４８】
　７）本実施形態の止め金具１の特徴的な作用効果
　以上のように構成され組み立てられた止め金具１は、次のような特徴的な作用効果をそ
うする。
【００４９】
　この止め金具１は、レバー部２の外側の縁部にピン等を当てながら、ピン等を挿入用切
欠部２３に向かって移動させると、レバー部２が弓形状に形成されているため、バネ部４
の付勢力に逆らって移動させる力がレバー部２に働くので、レバー部２がバネ部４の付勢
力に逆らって揺動する。
【００５０】
　さらにピン等を挿入用切欠部２３に向かって移動させると、やがて、レバー部２が、挿
入用切欠部２３に対向する位置から外れる。そうすると挿入用切欠部２３にはピン等を挿
入可能な状態になるので、ピン等は挿入用切欠部２３に挿入される。
【００５１】
　そしてさらに挿入用切欠部２３内で引掛用切欠部７３に対向する位置までピン等を移動
させると、レバー部２がバネ部４に押されて、ピン等が引掛用切欠部７３に入る。すると
ピン等は、挿入用切欠部７３と引掛用切欠部２３とで形成される引掛孔９０に引っ掛かる
ので、ピン等は止め金具１に固定される。
【００５２】
　このように、本実施形態の止め金具１は、ピン等を、レバー部の外側の縁部に当てなが
ら挿入用切欠部７３に向かって移動させるだけの簡単な操作で、ピン等を固定することが
できる。
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【００５３】
　しかも、この止め金具１は、レバー部２を引けば、ピン等が引掛用切欠部２３からはず
れ、挿入用切欠部７３からも抜くことができる状態になるので、ピン等を引掛孔９０から
簡単に固定を解除することもできる。
【００５４】
　したがって、この止め金具１は、後述する折畳机１００のように固定と解除が必要な対
象物に使用すると、その固定も解除も簡単に行うことができる。
　また、本実施形態の止め金具１は、レバー部２が裏面部３の凹部３１と内側カバー５の
凹部５４とに挟まれた状態で裏面部３及び内側カバー５に対し揺動可能に固定されている
。
【００５５】
　そのためこの止め金具１では、レバー部２が、裏面部３の凹部３１と内側カバー５の凹
部５４とに挟まれて揺れ難くなるので、ピン等を止め金具１に対し安定的に固定すること
ができる。
【００５６】
　８）折畳机１００
　次に、以上説明した止め金具１を、折畳机に適用した例について図７を用いて説明する
。
この折畳机１００は、２つの止め金具１を備える机である。
【００５７】
　折畳机１００は、天板１０１と、平行に並べた２本の脚を１の脚部とする一対の脚部１
０２とを備えている。
　このうち、脚部１０２は、天板１０１に対して二つ折り可能に天板１０１にそれぞれ固
定されるとともに、互いに反対方向に開いて天板１０１に対して垂直に起きるよう固定さ
れている。
【００５８】
　また、折畳机１００は、各脚部１０２が折られた天板１０１に対して二つ折り可能に天
板１０１に固定された幕板１０３を備えている。この幕板１０３は、各脚部１０２が開く
方向に対し垂直方向に開いて、起き上がった４つの脚で囲まれた机下空間１０４の外側で
、天板１０１に対して垂直に起きることができるように天板１０１に固定されている。
【００５９】
　さらに、折畳机１００は、各止め金具１の各引掛孔９０に引っ掛かる各第１ピン１０５
であって、各脚部１０２のうち、天板１０１に対して垂直に起き上がった幕板１０３に対
向する位置に設けられた各第１ピン１０５を備えている。
【００６０】
　一方、止め金具１は、天板１０１に対して垂直に起き上がった幕板１０３の机下空間１
０４に対向する面のうち、天板１０１に対して起き上がった各脚部１０２が対向する位置
であって、各第１ピン１０５を各引掛孔９０に引っ掛け可能な位置にそれぞれ設けられて
いる。
【００６１】
　また、各止め金具１は、各脚部１０２を起き上げるときに移動してくる各第１ピン１０
５に対して、各レバー部２がなす弓形状の外側の各縁部２２が対向するように配置される
とともに、各脚部１０２を起き上げるときに各第１ピン１０５が移動するルート上に各レ
バー部２及び挿入用切欠部７３が位置するように幕板１０３に対してそれぞれ固定されて
いる。
【００６２】
　このように形成された折畳机１００は、幕板１０３を起こした後に各脚部１０２を起こ
すと、各脚部１０２を起き上げるときに移動してくる各第１ピン１０５に対して、各レバ
ー部２がなす弓形状の外側の各縁部２２が対向するように配置されているので、各第１ピ
ン１０５は、各バネ部４の付勢力に逆らって各止め金具１のレバー部１０５を揺動させな
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がら移動する。
【００６３】
　そして、この折畳机１００は、さらに各脚部１０２を起こすと、各第１ピン１０５が移
動するルート上に各レバー部２及び挿入用切欠部７３が位置するように幕板１０３に対し
てそれぞれ固定されているので、各第１ピン１０５は各止め金具１の各挿入用切欠部７３
に入り、各引掛孔９０に引っ掛かる。
【００６４】
　つまり、この折畳机１００は、幕板１０３を起こした後に各脚部１０２をそれぞれ起こ
せば、各脚部１０２を幕板１０３に固定する操作を行うことなく、止め金具１及び第１ピ
ン１０５を介して各脚部０２を幕板１０３に固定することができる。この結果、各脚部０
１２及び幕板１０３は、それぞれ天板１０１に固定されているので、天板１０に対して垂
直に起き上がった状態で固定される。
【００６５】
　したがって、この折畳机１００は、天板１０１に対して幕板１０３と各脚部１０２を起
こすだけで、天板１０１に対して各脚部１０２及び幕板１０３を垂直に起き上がった状態
で固定することができる。
【００６６】
　また、この折畳机１００は、各止め金具１の各レバー２を引けば、各第１ピン１０５と
の係合が解かれ、各脚部１０２が天板１０１に対して折りたたむことができ、さらに幕板
１０３も折りたたむことができる。
【００６７】
　したがって、この折畳机１００は、各止め金具１の各レバー２を引くだけの簡単な操作
で、各脚部１０２及び幕板１０３を天板に対して折りたたむことができる。
　また、本実施形態の折畳机１００は、図７（ｂ）に示すように、各脚部１０２を折りた
たんだ上から幕板１０３を天板１０１に対して折りたたんだとき、各止め金具１の各引掛
孔に引っ掛かる位置に設置された各第２ピン１０６を各脚部１０２がそれぞれを備えてい
る。
【００６８】
　そのため、本実施形態の折畳机１００は、各脚部１０２を折りたたんだ上から幕板１０
３を折りたたむと、各第２ピン１０６が各止め金具１の各引掛孔に引っ掛かって幕板１０
３が各脚部１０２に固定される。そのため、この折畳机１００は幕板１０３と各脚部１０
２が折りたたまれた状態で固定されるので、持ち運び時に傾けても脚部１０２や幕板１０
３が開かない。
【００６９】
　したがって、この折畳机１００は、収納時になにかの機会に脚部や幕板が不意に開くこ
とを抑制できる。
（本実施形態と本発明との対応関係）
　本実施形態の裏板部３が本発明の裏部に相当し、本実施形態の内側カバー５の本体部５
０及び外側カバー７の上面部７０が本発明の表部に相当する。
【００７０】
　本実施形態の裏板部３、内側カバー５、及び、外側カバー７が、本発明の本体部に相当
する。
　本実施形態の内側カバー５の脚部５２が、本発明のストッパー部に相当する。
【００７１】
　本実施形態のバネ部４が、本発明の付勢部に相当する。
　［他の実施形態］
　以上、実施形態について説明したが、特許請求の範囲に記載された発明は、上記実施形
態に限定されることなく、種々の形態を採り得る。
【００７２】
　（１）上記実施形態で説明した止め金具１及び折畳机１００はあくまでも一例であり、
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　（２）本発明の各構成要素は概念的なものであり、上記実施形態に限定されない。例え
ば、１つの構成要素が有する機能を複数の構成要素に分散させたり、複数の構成要素が有
する機能を１つの構成要素に統合したりしてもよい。また、上記実施形態の構成の少なく
とも一部を、同様の機能を有する公知の構成に置き換えてもよい。また、上記実施形態の
構成の少なくとも一部を、他の上記実施形態の構成に対して付加、置換等してもよい。
【符号の説明】
【００７３】
　１…止め金具、２…レバー部、３…裏板部、４…バネ部、５…内側カバー、
　７…外側カバー、２１…支点孔、２２…縁部、２３…引掛用切欠部、３０…凹部、
３１…凹部、３２…凹部、３３…壁部、５０…本体部、５１…脚部、５２…脚部、
５３…凹部、５４…凹部、５５…凹部、５６…切欠部分、７０…上面部、７１…側面部、
７２…つば部、７３…挿入用切欠部、８０…スペーサ、９０…引掛孔、１００…折畳机、
１０１…天板、１０２…脚部、１０３…幕板、１０４…机下空間、１０５…第１ピン、
１０６…第２ピン、１１０…蝶番。

【図１】 【図２】
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【図５】 【図６】
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